
書

評広田
栄
太
郎
著

『

近

訳

語一

代

考
』

著
者
は
「
あ
と
が
き
」

で 、

と
の
著
の
刊
行
に
つ

い
て 、
「
一

つ
に
は 、

自

分
の
華
甲
の
記
念
に
し
た
い
た
め
」

と
述
べ
て
お
匂
れ
る 。

文
部
省
国
語
調
査

官
と
し
て
の
ど
勤
務
の
か
た
わ
ら 、

か
く
も
充
実
し
た
一

つ
一

つ
の
論
考
を
ま

と
め
ら
れ
る
に
は
資
料
収
集
を
は
じ
め
と
し
て 、

相
当
の
長
い
年
片
を
調
査
に

か
け
ら
れ
た
乙
と
と
推
察
す
る 。

氏
は 、

ま
た
「
資
料
の
点
は 、

多
少
の
手
前

み
そ
を
並
べ
た
と
乙
ろ
で
あ
り
ま
す
か
ら 、

丹
念
に
お
読
み
く
だ
さ
っ

て 、

行

聞
か
ら
近
代
の
訳
語
の
胎
動
を
感
じ 、

う
ぷ
声
を
お
聞
き
い
た
だ
け
れ
ば 、

至

極
の
し
あ
わ
せ
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る 。

お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
る
文
献
の

記
載
と 、

と
こ
ろ
ど
と
ろ
に
見
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
適
切
な
解
説
は
乙
れ
を
裏
付

け
す
る
も
の
で
あ
る 。

ζ
の
蓄
は
氏
の一言ロ
を
念
頭
に
お
い
て 、

入
念
に
読
む
べ

き
で
あ
る

。

発
表
年
月
も 、

昭
和
二
十
四
年
十
月
〔
「
接
吻」
と
「
く
ち
づ
け
」〕

か
ら
昭
和
四
十
四
年
三
月
〔
「
汽
車
」
「
汽
船
」

の
語
史〕

ま
で
二
十
年
に
わ
た

っ
て
お
り 、

近
代
訳
語
の
踏
査
一

す
じ
の
成
果
が
乙
の
蓄
に
結
集
さ
れ
て
い
る

乙
と
を
深
く

感
じ
る 。

著
者
ど
自
身
の
記
念
と
さ
れ
た
乙
の
著
の
ど
刊
行
を
意

義
深
い
と
と
に
思
い

、

心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る 。

さ
て 、

ζ
の
蓄
は 、

二
十
四
語
の
訳
語
の
語
史
が
次
の
十
四
項
目
に
収
録
さ

れ
て
い
る 。
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進

藤

咲

子

「
彼
女
」

と
い
う
語
の
誕
生
と
成
長

「
恋
愛
」
「
蜜
月
」
「
新
婚
旅
行
」

「
接
吻
」

と
「
く
ちづ
け」

「
汽
車
」
「
汽
船
」

の
語
史

「カバ
ン」
「
か
ぱ
ん」
「
鞄
」

「
悲
劇
」
「
喜
劇」
考

「
活
動
写
真
」

か
ら
「
映
画」
へ

「
世
紀
」

と
い
う
語
の
定
着

明
治
の
「
常
識
」

大
正
の
「
良
識
」

印

「
燐
寸
」

成
立
考

日

「
頁
」
「
卯
」

談
義

ロ

「
倶
楽
部
」
「
背
広
」

と
い
う
語
の
来
歴

日

「
白
険
」
と
い
う
語
「
探
険
」
と
い
う
語
(
筆
者
注
・

あ
る
い
は、
「
探
検」
か)

は
「
的」
と
い
う
語の
発
生

〔
別
項〕

訳
語
あ
れ
乙
れ
(
N
H
K
の
ラ
ジ
オ
放
送。

日
本
放
送
協
会
編
「
ζ
と
ば

の
生
い
立
ち」

に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
の
ち
に
柿
訂。

「
訳
語
を
造
っ
た
人」

を
テ
l

あま幻

ひそか

7
と
し
て
お
り、

商

問

稲
沢
諭
吉

前
向

密

福
池
源
一

郎

加
藤
弘
之
の
訳
語

1 2 3 4 5 6 7 8 9 



に
つ
い
て
誇
ら
れ
て
い
る
J

ー
で
は、「
彼
女
(カ
ノ
ジョ
ご
と
い
う
湯
桶読
み
の
お
か
し
な
語
が、
ω
Z

(図。『)
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
て
い
く
過
程の
考
察
で
あ
る。
ま
ず、
幕
末
か

ら
明
治
初
期の
対
訳
辞
書、
語
学
者で
は、
(カ
ノ
オ
ン
ナ)
(ア
ノ
オ
ン
ナ)

と
よ
ませ
て
い
ると
と
を
明
ら
かに
す
る。
つ
い
で、
明
治
十
l二
十
年ど
ろ

の一
般
文
献の
な
か
か
ら、
硬い
文
献
で
書
か
れ
た
翻
訳
小
説
に(カ
ノ
ジヨ)

と
よ
ま
せ
た
ら
しい
例
を
見い
だ
す。
そ
れ
は、
此
女
を
「コ
ノ
ジヨ」、
女
を

「ジヨ」
と
ふ
りが
な
を
施
し
た
例
(丹羽純一
郎「
制
制
寄
制蒜史」
明一一一)

か
ら、
彼
女の
よ
み
を
「カ
ノ
ジヨ」
と
類
推
す
る。
乙
の
場
合、
「カ
ノ
ジ

ヨ」
は一
語
で
は
な
く、
「カ
ノ
/ジヨ」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る。
明
治
十

b

Lよ

九
年に
は、
戯
作
系
統(軟文体)
に
ふ
り
が
なつ
きの
「
彼の
女」
が
出
現
す

る。
で
は、
な
ぜ
「カ
ノ
ジ
ヨ」
の
方が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
たの
だ
ろ

う
か。
乙
の
事
怖に
つ
い
て
氏
は、
お
そ
ら
く
英
誤
訳
訟の
際
な
ど
に
「ア
ノ

オ
ン
ナ」
「カ
ノ
オン
ナ」
で
は、
な
に
か
古
臭
い
し
軽
仰の
感
が
伴っ
て、

ω
Z
の
訳
語
と
し
て
ぴっ
た
り
し
な
いと
と、
冗
慢
な
感
じ
が
あ
ると
と
な
ど

か
ら、
こ
れ
を
新
鮮な
簡
潔
な
語
に
す
る
意
識
が
生
じ、
時の
漢
語
流
行
と
結

びつ
い
て
英
学
生の
聞
に
生
ま
れ
たの
で
は
な
い
か
と
す
る。
そ
の
後、
明
治

四
十
年ご
ろ
か
ら、
乙
の
語
は
小
説
な
ど
に
急
激
に
ふ
え
る。
そ
の
原
因
は、

自
然
主
義の
流
行
に
伴い、
作
家
が
客
観
的
に
人
間
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
立

場
が
強
く
な
り、
一
方、
欧
文
脈の
影
響
を・つ
け
て
代
名
詞
な
ど
が
佼
わ
れ
る

よ
うに
なっ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
す
る。
多
くの
文
献を
系
統
的
に、
年
代

的
に
見
渡
し
た
上
で、
手が
た
く
論
が
展
開
さ
れ、
説
得
力
が
強い。

2
の
F0
2
の
訳
語
「
恋
愛」
は、
在
来の
日
本
語、
恋、
色、
愛、
惚

侍

れ
る、
愛
配
る
な
ど
の
系
列
か
ら
生
ぜ
ず、
ま
た、
明
治
期の
文
学
作
品
に
し

ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
恋
慕、
恋
着、
券
恋、
愛
恋
な
ど
の
系
列
か
ら
も
生
ぜ

近代訳語考評〕

ず、
明
治
七
年、
加
藤
弘
之
が
「
米
国
政
教」
の
「
人
身
自
由
権」
の
項
で
用

い
た、
つ
ま
り
洋
学
者の
学
術
文
献の
硬
文
体の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の

が
最
初
で
あ
る
乙
と
を、
明
ら
かに
し
た。
そ
の一
般
化
は二
十
年
代に
なっ

て
か
ら
で
あ
る。
次
の
「
箇
月」
「新
姉
旅
行」
につ
い
て
は、
こ
れが
日
本

の
習
慣に
な
かっ
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
た
め、
そ
の
ζ
と
ば
と
と
も
に
内
容を

ハ
キムly

紹
介
する
必
要
が
あ
り、
「
歓
娯
月
〔
訳
者一玄
ク、
英
同ノ
風
俗
夫
婦
掛
礼
終

テ、
或ハ
外
同
又ハ
他
所ニ
往
キ、
一
二
月ヲ
歓
娯/
中ニ
送ル
ヲ
以
テ
例
ト

為ス。
之
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
(
ホ、不
|ム
ウン)
卜
云フ〕
ヲ
屯
動-一
泊
ズ
ル
ヤ

p

pv日.

umw
制
洲
花柳
霊前附録第十立
明治
二
t一
二)」の
よ
う
な〔
〕

内の
注
記
が
必
要
で
あっ
た。
訳
語
も、
「
新
料
月、
新
Mm
旅、
甘
月
遊、
甘

露の
月、
Mm
後遊、
笠
乳
円刀、
初
契
月、
結
納
旅
行」
な
ど
多
彩で
な
かな
か

定
者
し
な
かっ
た。
定
着
し
た
の
は
明
治三
十
年
代
と
す
る。
適
切
な
文
例が

網
緩
さ
れ
て
お
り、
訳
語の
消
長が
見
渡
さ
れて
興
味
深
い。

訳
語の
多
彩
さ
に
驚
嘆
させ
ら
れ
る
の
は、
6
の、
のOB
EV〉
吋円白岡
包可

で
あ
る。と
れ
らの
語
は、
早
く
から
は
いっ
て
きて
い
るの
に、
演
劇
用
語
で

あ
る
た
め
か、
概
念
が
し
か
とつ
かめ
ず、
従っ
て
訳
語
も
な
か
な
か
定
着
し

な
かっ
た。
各
人
各
様の
訳
出
で、
原
語を
その
ま
ま
使
う
もの
あ
り、
中
国
語

訳
を
借
りる
もの
あ
り、
説
明
的
な
語
句
を
案
出
す
る
もの
あ
りな
ど、
さ
ま

ざ
ま
で
あっ
た。
喜
劇、
悲
劇
は、
鴎
外、
治
遥、
蘇
峯な
ど
に
よっ
て
使
わ

れ、
ょ
う
よ
う
明
治二
十
年
代
後
半に
定
着
し
た
と
い
うと
と
で
あ
る。
参
考

ま
で
に、
乙
乙
に
記
載
さ
れ
た
H，g問。
身
(
独
吋
E聞
包芯
《吋5
52司55・

仏
叶g同
EE)
の
訳
語
を
掲
載
し、
定
着の
過
程
を一
覧
す
る。

語
学
書
対
訳
辞
書の
類

八
明
治二
十
年
前
ま
で
V
哀レ
ヲ
催ス
芝
居。
戯
場。
愁
嘆/
場(芝居/)。

哀歓/
歌。
惨
蹴/
事。
哀
嘆/
場。
悲
戯。
凶
事。
憐レ
ナル
狂
言(芝居/〉
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〔
中国
対
訳
辞
書。
悲
戯。
悲
切
之
戯。
苦
情
戯。
苦
情
的
戯。
報
応
戯
文。

悲
歓
相A口〕
八
明
治二
十
年
後V
悲
歌。
惨
酷ノ
事。
悲
戯。
愁
歎
曲。
時
代

物。
凶
事。
悲
事。
愁
傷
事。
悲
戯
け
JJ
H。
愁
歎
狂
言。
愁
歎
役。
哀
歓ノ

歌 。

愁
悲
院
劇 。

同
詩 。

同
院
劇
ノ
構
成
法
又
ハ

演
行
法 。

凶
事 。

災
害 。

惨

劇
演
本
ノ
凶
事。

割削
(
明
幻

町
ー
か
.J
l
桝
ウ
ヱ
プ
ス
ト
ル
和
訳
字
繋)

一
般
文
献
の
類

〈
明
治二
十
年
前
V叶g悶
邑可
愁
歎
場。
悲シ
ミ
ノ
劇
場。
ト
タラ
ジ
ヂ

1
(愁
嘆場)。
悲
哀(ノ)
戯
曲。
悲
哀
戯。
悲
曲(ツ
レ
ヂ
デ
イ
|)。
悲
戯。

悲
壮
体
(
ト
ラ
ゼ
ヂ
イ)。
堵
ラゼ
ヂ
イ
は
悲
哀
小
説
と
訳
すべ
く。
惨
劇
小

説。
惨
詩
(
卜
ラゼ
ヂ
1)。
、H，
E開
包可(愛鉢演劇)。
叶g同
EU『
(
か
な
し

しばゐ

い
演
劇)。
「
ト
ラ
ジ
デ
l」
即
ち
愁
嘆
式。
悲
談。
ト
ラゼ
ヂ
l。
八
明
治

二
十
年
以
後V
ト
ラ
ゲ
ヂヱ。
悲
式
演
劇。
悲
愁
狂
言。
悲
哀
戯
曲。
悲
劇
的・

悲
劇(明治n・
5
蘇峯)。
と
ら
ぜ
で
い。
悲
哀
小
説。
悲
壮
戯
曲。
悲
劇

(
n
・
6
鴎
外

悲壮戯
曲
の
略
と
し
て
用
い
る。)。
ト
ラ
ゼ
デ
l。
ト
ラ
ギ
ョ

ヂ

トラゲ
ヂ
l

》
ラ
ゼ
デ
1

争-一フヂエヂi

ィ。
悲
哀
戯
曲。
悲
哀
劇。
悲
哀
院
本。
悲
壮
劇。
ト
ラ
ツ
ヂ
デ
l(
悲
哀
戯

且『ラヂエデイ1

1t'
lll

曲)。
悲
哀
小
説。
悲
壮
劇。
悲
劇(明μ-
m
迫遥)。

以
上
出
典
省
略

か
く
も
さ
ま
ざ
ま
な
訳
語
(
悲
戯
は
中
国-
訳
語
か。

欲
を
言
え
ば
系
統
的
考
証
を
し

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た)
が
造
り
出
さ
れ
共
存
し
た
が、
簡
潔
な
「
悲
劇」
が
最

後に
残
る。
そ
し
て、
そ
れ
が、
時
代の
師
と
仰
が
れた
鴎
外、
迫
遥、
蘇
峯

な
ど
の
使
用
に
よっ
て一
般
化
す
る
とい
う
経
緯
|
訳
語
定
着の一
つ
の
型
で

あ
る
ーが
明
ら
かに
な
る。
ま
た、
西
欧の
演
劇
を
正
確
に
受
容し
よ
う
と
し

た
鴎
外
につ
い
て
は、
次の
重
要
文
献
も
紹
介
さ
れ
て
い
る。

且つ
又
ト
ラ
ヂ
デ
ー
を
悲
哀
小
説
と
訳
す
る
の
癖
事
な
る
は
申
す
迄
も
な

く、
こ
れ
を
悲
哀
戯
曲
とい
は
ん
も
未だ
妥
な
ら
ず
悲
壮
戯
曲
とい
はY
少

し
は
当
る
廉
も
あ
るべ
し
此
文
字の
中に
は
哀
れ
な
る、
悲
し
き
とい
ふ
様

な
る
怠
義の
主
位
を
占
め
た
り
と
は
見
え
ぬ
もの
を
や
(悲壮戯曲を節略し

て
悲
劇
と
い
ふ
は
悲
哀
劇
と
い
ふ
と
は
殊
な
り)
(
悶
民
之
友
五
四
号

明
二
ニ
・
6
)

鴎
外
が
訳
語の
厳
密
さ
を
要
求
し
た
に
か
か
わ
ら
ず、
現
代
語
「
悲
劇」
は

き
わ
め
てバ
ラエ
ティ
ー
に
富
む。
近
代
語
と
し
て
取
り
あ
げる
場
合に
は、

そ
の
屈
折、
浸
透
の
考
察
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
と
筆
者に
は
思
え
る。

9
の
「
常
識
」
(
の
o
g
g
o
ロ・
お
ま叩)

は
「
悲
劇
」

と
同
じ
く
日
本
製
の
訳
語

で
あ
る
が、
中
国へ
も
輸
出
し
た
語
で
あ
る
とい
う。
乙
れ
も
明
治二
十
年
過

コンそンセンス

コンそン一センス

ヨンそy

ぎ
ま
で
定
着
し
な
かっ
た。
一
般
文
献
で
は、
通
常
理
会
平
凡
論
旨

中

センス
コンそンセンス
コンモンセンス

府
常

情
通

感
常
見
常
識
な
ど
が
見
ら
れ
る。
井
上
哲
次
郎・

元
良
勇
次
郎・
中
島
力
造
共
著
の
「

統一
哲
学
字
染
」
(
哲
学
字
業
の
三
版

明
治
四
五

EN)
に
は、
常
識
(
按、
常
識
之
字、
出
子
語
孟
字
義)、
通
識、
普
通
感、

普
感
感
覚、
地固
有
感
覚、
と
あ
り、
氏
は、
ζ
の
注
か
ら
考
え
て、
「
常
識」

な
る
語
は、
十四
年
初
版
「
哲
学
字
設」
で
井上
が
案
出
し
た
もの
で
は
ない

か
と
推
定
さ
れ
る。
筆
者
は乙
れ
らの
訳
語
か
ら、
通
常理
会の
よ
うに
理
性

の
面
で
と
ら
え
る
もの
と、
常
情、
通
感の
よ
う
に
感
覚の
面
か
ら
と
ら
え
る

もの
と
の
両
側
面
が
あ
り、
現
代
語の
意
味
は
前
者の
側
が
定
着
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
考え
る
の
だ
が、
い
か
が
な
もの
で
あ
ろ
う
か。

5
の
「カバ
ン・
か
ぱ
ん・
鞄」
は、
表
記
が
三
通
り
あ
る
よ
う
に
語源
も

三
説。
洋
語、
中
国
語、
国
語
説
が
紹
介
さ
れ
る。
明
治
十
年
以
前は
主
と
し

て
「
胴
乱」、
明
治
十
l
十一
年ど
ろ
か
ら
「カバ
ン」
も
用い
ら
れ、
そ
の

あ
と
で
新
造
国{子
「
鞄」
が
造
ら
れたと
と
が
考
証
さ
れて
い
る。
氏の
考
証

か
ら、
「
鞄」
は
洋
学
系
統の
人々
が
造っ
た
も
の
で
な
く、
民
衆
語
と
し
て

生
ま
れ
たこ
と
ば
か
と
恕
像
す
る。
「
背
広」
も乙
の
類か
と
思
わ
れ
る。

文
明
開
化
の
代
表
選
手の
よ
う
な
「
汽
車」
「
汽
船」
は、
中
国
訳
語
との

交
渉
も
あ
り、
興
味
深い
語
史が
展
開
さ
れて
い
る。
氏の
紹
介
さ
れ
た
中
国
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翻
訳の
西
洋
科
学
書の
類の
訳
語
に
は、
火
輪
車、
火
車
に
ま
じっ
て
汽
車

(
一

例。

初
出
と
推
定
さ
れ
る
。

博
物
新
編

成
登
五

5
3

開
成
所
訓
点
本

元
治
元

呂田品)
も
あ
る。
中
国で
はの
ち
に、
日
本の
汽
車
は
火
車、
汽
車
は
自
動
車

に
定
着
す
る。
日
本の
方
は、
幕
末
か
ら
明
治に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
多
くの

文
献
で
は、
「
蒸
汽
車」
「
蒸
気
車」
「
火
輪
車」
「
汽
車」
「
蒸
車」
「
陸
蒸
気」

おかじゃうき

じゃうきしや

じゃうきしゃ

を
か
じゃうき

「
蒸
気
車」
「
海
車」
「
汽
車」
「
潟
率」
「
鋭
道
嵐
気」
な
ど
多
綴
で・
あ

り、
幕
末ど
ろ
は
「
蒸
気
車」
が
圧
倒
的
に
多
く、
「
汽
車」
は一
例、
明
治

に
な
る
と
「
汽
車」
「
淑
車(
明治中期まで
多用)」
の
漢
字
表
記
が
多
くな
る。

中
国
で
は「
蒸
汽」
が、
博
物
新
編(既出)
や
格
物
入
門
(了詮良
巧
玄ωユ5

同治七
民自∞)
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
「
蒸
汽
車」
は
氏の
調
査
さ
れ
た
中
国
文

献に
は
な
く
日
本の
造
語
ら
しい。
で
は、
な
ぜ、
「
蒸
気(
汽)
車」
か
ら
「
汽

(海)
車」
に
移
行
し
た
ろ
う
か。
氏
は、「
蒸
車」
「
気
車」
「
汽
車・
潟
車」
な

ど
の
派
生
か
ら
考
え
て、
「
蒸
気(汽)
車」
が
略
さ
れ
た
もの
で
あ
ろ
う
と
推

定
さ
れる。
氏
はζ
の
推
定
を
下
さ
れ
る
前に、
古
田
東
朔
氏の
推
定
を
紹
介

さ
れ
る。
古
田
氏
は、
当
時
は、
一
般に
「
汽
H
ジョ
ウ
キ」
と
し
て
受
け

と
ら
れ
て
お
り、
と
と
か
ら
従
来
行
な
わ
れ
た
「ジョ
ウ
キ
シ
ヤ」
に
対
し
て

「
汽+
車」
な
る
造
語
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れる。
と
の
こ
と
に
関

し
て
筆
者
は、
広
田
氏
が
乙
の
項の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
た
福
沢の
言に
注
目
し

た
く
思
う。
そ
れ
は、
ω英
語ス
チ
ー
ム
は
従
来、
蒸
気
と
訳
す
る
例
で
あ
る

乙
と、
間
蒸
気
を一
文
字
に
縮
め
る
乙
と
を
考
え、
出版
開閉
字
山内
を
用
い
て
火
偏

水
偏
を
技
字
し
て、
「
汽」
を
見
付
け
だ
し
た
乙
と、
ω
対
句の
必
要
上、
著

作
「
西
洋
事
情」
の
中
で
蒸
潟(実際には汽を用いて
ある)
と
し
た
ζ
と、

の
三
点
で
あ
る。
「
汽
車」
を
造
語
し
た
プ
ラ
イ
オ
リ
ティ
を
福
沢に
認
め
る

乙
と
は
で
き
な
い
(博物新編に
あるので)
に
し
て
も、
ωは、
彼
を
含
め
た

洋
学
社
会の
訳
語の
捜
字
法の
実
情
を
反
映
さ
せ
て
い
る
と
見
ると
と
が
で
き

評〕〔書

る。
そ
し
て、
「
蒸
汽
H
汽」
と
理
解
す
るの
は、
古
田
氏の
言
わ
れ
る
よ
う

に、
乙
の
社
会で
は一
般
的
で
あっ
た
ろ
う
と
思
う。
古
田
氏
は、
上
記
「
博

物
新
編」
の
「
汽
車」
の
「
汽」
に
対
し
て、
「
博
物
新
編
訳解」
が
「ジヨ

ウ
キ」
と
ふ
りが
な
の
し
て
あ
るこ
と
を
指
摘
さ
れ
る
が、
と
れ
を
参
考に
す

る
と、
ど
う
も、
「
汽
車」
が、
「
蒸
汽
車」
の
略
語
で
あ
る
前に、
「
汽」
が

「
蒸
汽」
の
略
語
で
あっ
たの
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。
福
沢の
言
か
ら、

日
本
で
は
「ス
チ
ー
ム
H
蒸
気
H
汽(潟こ
の
関
係
が
当
時
成
立
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
が、
し
か
し、
一
方、
「蒸
車」
「
気
車」
な
ど
の
存
在
を
広

岡
氏の
言
わ
れ
る
よ
うに
考
え
ね
ば
な
ら
ず、
ま
た
「蒸
気・
蒸
汽」
「
汽・

漏」
の
関
係
も
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く、
な
お、
疑
問
が
残
る。
当
時の
造

語
法
ゃ、
訳
字
に
つ
い
ての
洋
学
者た
ちの
意
識
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら、
さ

ら
に
考
察
を
続
け
た
い
問
題
で
あ
る。

す
で
に、
紙
数
を
超
過
し
て
い
る
で、
残
る諮問の
紹
介
を
省
略
する。
な

お、
今
後の
ど
論
考に
は
「
近
代
化」
とい
う
観
点
を
さ
ら
に一
一層
加
味
さ
れ

た
考
察
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
岡山
う。
「
近
代」
訳
語の
考
察
は、
訳
語の

歴
史
的
考
察
に
と
ど
ま
ら
ず、
そ
れ
を
生
み
出
し、
発
展、
定
着
さ
せ
る
地
盤

(条件)
に
も
目
を
向
け
る
乙
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考え
る
か
ら
で
あ

る。「や
や
問
暇
を
得
た」
と
言
わ
れ
る
氏
が、
「
近
代
訳
語」
研
究の
先
達
と
し

て、
今
後
も
次々
ど
論
考を
ど
発
表
下
さ
るこ
と
を
願っ
て
筆
を
お
く
次
第で

本山
7匂。(

昭
和
四
十
四
年八
月三
十
日
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